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平成28年３月29日 

 

 

 

 

富国生命保険相互会社（社長 米山好映）は、平成28年４月２日（土）より、従来の保障内容をバージョンアップ

させるとともに、生活習慣病の退院後療養や出産といった新たな概念の給付事由も盛り込んだ新型の医療保険

「医療大臣プレミアエイト」〔医療保険（16）・終身医療保険（16）［払戻金なし型］〕を発売いたします。 

今後も、企業活動の原点としている「お客さま基点」の価値観のもと、お客さまにとって真に必要とされる商品・サ

ービスの提供に努めてまいります。 
 

● ● ● 「医療大臣プレミアエイト」のポイント 
 
 

   ８大生活習慣病を手厚く保障 

・８大生活習慣病（がん・心疾患・脳血管疾患・高血圧性疾患・糖尿病・腎疾患・肝疾患・膵疾患）による入院を、

主契約・特約ともに支払日数無制限で保障します。・・・ ※１ 

・生活習慣病特約（16）のオプションとして新設した「退院後療養給付特則」により、８大生活習慣病の退院後の通

院治療にも備えられます。 
 

   日帰り入院でも「10日分」の入院見舞給付金をお支払い 

・医療保険（16）に「入院見舞給付特則」が付加されている場合には、入院日数にかかわらず「入院給付金日額の

10倍」の入院見舞給付金を入院給付金に上乗せしてお支払いします。 
 

   ３大疾病に対する保障を強化 

・３大疾病に対してお支払いする一時金（３大疾病治療給付金）は、がん・急性心筋梗塞・脳卒中のいずれも複数

回払い（支払事由に該当するつど給付金を支払う仕組み※２）とし、再発への対応を強化しました。 
 

   加入しやすい保険料 

・医療保険（16）の保険料は、保障内容を向上させながらも従来商品とほぼ同じ水準に設定しました。 

・さらに終身医療保険（16）については、解約払戻金を０とすることなどにより、従来商品に比べて男性で最大約

36％、女性で最大約30％の引下げを実現しました。 
 

   女性のニーズに応える新しい保障 

・女性疾病特約（16）のオプションとして、「出産時の給付」と「保険期間満了時の生存給付」を軸とする「女性総合

給付特則」を新設し、女性のお客さまへの訴求力を高めました。普通分娩を含めた出産を対象とし、かつ出産した

子の数が多いほど給付金の総額が増える仕組みは ※１となります。 

  

新商品 
  

の発売について 

２ 

５ 

１ 

４ 

３ 

※１ 生命保険協会加盟会社を当社で調査したものです（平成 28 年３月 27 日現在）。 

※２ 同じ種類の治療給付金の支払いは２年に１回を限度とするなど所定の制限があります。 
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１．発売の背景 
 

少子高齢化や晩婚化の進展といった社会の構造

的変化、社会保険制度の先行きの不透明感等を

背景として、第三分野商品に対する関心が高まっ

ています。その中でも医療保障は、若年層から高

齢層まで全世代にわたって必要な保障であり、生

命保険文化センターの調査において新たな加入

意向のある保障内容の最上位を占めている（表１）

ことからも、消費者のニーズは今後も高い水準で推移するものと見込まれます。 
 
 

「平成26年患者調査」によれば、８大生活習慣病の患者数は合計で1,850万人にのぼり（表２）、これは日本の総

人口に対して「6.8人に１人」※の割合になります。また、医療の進歩とともに入院が短期化している一方、高血圧

性疾患や脳血管疾患では入院中の患者の半数近くが「６ヵ月以上」入院しており（表３）、８大生活習慣病には今

も長期間の入院を必要とする疾患が少なくありません。 

さらに、同じ患者調査のデータで入院患者の退院後の動向を見ると、全体の約８割が通院しており、特に生活習

慣病の場合は退院後も継続的な通院を必要とするケースが想定されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

当社は、昭和58年に医療保険を発売して以来、高度先進医療特約（平成４年発売）や移植医療特約（平成14

年発売）を業界に先駆けて開発するなど、医療分野で先進性と利便性の高い商品を提供することを商品開発に

おける重要な柱の一つと位置づけてまいりました。このようなスタンスのもと、上記のような状況も踏まえ、生活習

慣病による長期入院や退院後の通院に対する保障の拡充を中心に、出産など従来にない概念の給付も盛り込

むことにより付加価値を高めた新商品「医療大臣プレミアエイト」を発売することといたしました。 

  

※ 総人口を１億 2,543.1 万人（平成 26 年人口動態調査（厚生労働省））として計算 

（表１）加入・追加加入意向のある保障内容（複数回答） 

 医療保障 遺族保障 老後保障 介護保障 

世帯主 50.9％ 48.4％ 46.3％ 32.0％ 

配偶者 54.2％ 42.9％ 41.4％ 30.6％ 

平成27年度 生命保険に関する全国実態調査＜速報版＞ 

（生命保険文化センター） 

 

（表２）８大生活習慣病の患者数 

がん 心疾患※１ 

162.6万人 172.9万人 117.9万人 

糖尿病 腎疾患※２ 肝疾患 膵疾患 

316.6万人 39.8万人 25.1万人 4.3万人 

平成26年患者調査（厚生労働省） 

※１ 高血圧性のものを除く 

※２ 糸球体疾患、腎尿細管間質性疾患および腎不全 

（表３）入院中患者の 

「入院期間６ヵ月以上」の割合 

糖尿病 

48.4％ 45.0％ 33.0％ 

平成26年患者調査（厚生労働省）  
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２．「医療大臣プレミアエイト」の商品内容 

（１）「医療大臣プレミアエイト」の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ 

※３ 

※３ 移植医療特約(02)・特定損傷特約(01)については、従来の商品内容のままで変更はありません。 
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（２）主契約および各特約の概要 

主契約および各特約のそれぞれのポイントは次のとおりです。 

① 医療保険（16）・終身医療保険（16） 

●病気やケガによる入院・手術・放射線治療を保障します。 

●８大生活習慣病に対する入院給付金は、支払日数限度（１入院：120日／通算：1,095日）に達した後も入院

日数に応じてお支払いします。（＝支払日数無制限） 

●医療保険（16）では、入院給付金に上乗せしてお支払いする入院見舞給付金の額を入院日数に関係なく「入

院給付金日額の10倍」とし、保障内容を拡充・簡素化しました。また、入院見舞給付金のないタイプも選択可

能としました。 

入院見舞給付金 

現行商品 
医療保険（16） 

（「入院見舞給付特則」が付加されている場合） 

入院日数＝１日…入院給付金日額×４ 

入院日数≧２日…入院給付金日額×８ 

入院日数にかかわらず 

入院給付金日額×10 

※終身医療保険（16）には入院見舞給付金はありません。 

 

② 生活習慣病特約（16） 

●生活習慣病による入院・手術・放射線治療を保障します。 

●給付対象を８大生活習慣病に拡大するとともに、入院給付金の支払日数限度を無制限としました。 

給付対象となる疾病 

現行商品 生活習慣病特約（16） 

５大生活習慣病 

がん・心疾患・脳血管疾患・高血圧性疾患・ 

糖尿病 

８大生活習慣病 

がん・心疾患・脳血管疾患・高血圧性疾患・ 

糖尿病・腎疾患・肝疾患・膵疾患 

●８大生活習慣病の退院後の通院治療をカバーする「退院後療養給付特則」を付加することができます。 

「退院後療養給付特則」について 

≪概要≫ 

●８大生活習慣病により継続して15日以上入院し、その退院後に同じ原因で通院治療を受けた場合、通院した

月ごとに生活習慣病退院後療養給付金をお支払いします。 

●退院日の翌日を含む月の初日から起算して12ヵ月以内の通院が給付対象となります。 

●生活習慣病退院後療養給付金の支払いは通算120ヵ月分を限度とします。 

≪支払額≫ 

●通院した月ごとに、１ヵ月あたり２万円 
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≪給付の仕組み（イメージ図）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 女性疾病特約（16） 

●所定の女性疾病（がんや女性特有の疾病）による入院・手術・放射線治療を保障します。 

●女性疾病のうち８大生活習慣病にも該当する「がん」に対する入院給付金は、支払日数限度（１入院：120日／

通算：1,095日）に達した後も入院日数に応じてお支払いします。（＝支払日数無制限） 

●出産時および保険期間満了時のほか、女性特有の病気による入院時にも一時金を支払う「女性総合給付特

則」を付加することができます。 

「女性総合給付特則」について 

≪給付の概要≫ 

給付の名称 支払事由 支払額 

出産給付金 
責任開始の日から２年経過後に子を出産※１

したとき。 

出産した子１人につき 

３万円 

満了時給付金 保険期間満了時に生存しているとき。 

出産給付金の支払いがない場合 

満了時給付金額※２ 

出産給付金を支払った場合 

満了時給付金額※２－３万円 

特定女性疾病 

入院一時給付金 
特定女性疾病※３で入院したとき。 

１回の入院につき 

５万円 

※１ 出産給付金の支払対象となる「出産」とは、妊娠85日以上の分娩をいい、死産については、女性疾病特約（16）

の入院給付金または手術給付金が支払われる場合に限ります。 

※２ 満了時給付金額は、保険期間に応じて次のとおりとします。 

保険期間 10年 15年 20年 

満了時給付金額 20万円 25万円 35万円 

※３ 「特定女性疾病」とは、入院・手術・放射線治療給付金の対象となる「女性疾病」のうち特定の疾病をいい、乳房

や女性生殖器のがん、子宮筋腫、卵巣のう腫、卵巣機能障害などがこれに該当します。 

  

……生活習慣病により通院した日 

…生活習慣病による入院（継続15日以上） 

…給付金を支払う月 

2017年 

２月 
 

１月 
 

３月 
 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

８月 
 

９月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

１月 
 

2018年 

1/6 
退院 

 

給付金の支払対象期間（2017年１月７日～12月31日） 

  対象期間中に通院した月が計８ヵ月のため、２万円×８＝16万円を支払います。 

（例）生活習慣病で15日以上継続して入院し、2017年１月６日に退院した場合 
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≪出産給付金と満了時給付金の関係≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ がん特約（16） 

●がん（上皮内がんを含む）による入院・手術・放射線治療を保障します。 

●「３大疾病治療給付特則」が付加されている場合は、がん、急性心筋梗塞または脳卒中で所定の条件に該当し

たときに一時金（３大疾病治療給付金）をお支払います。 

・３大疾病治療給付金は、支払事由に複数回該当した場合にはそのつどお支払いします。（ただし、同じ種類の

治療給付金について２年に１回を限度、かつすべての治療給付金を通算して10回を限度） 

  

出産給付金を支払った場合は、生まれた子の数に関係なく「１人分の出産給付金額」を差し引いて満了時給付

金を支払います。 

⇒２人目以降は、出産した子の数が多いほど受取総額が大きくなります。 

合計 

２５万円 

合計 

２５万円 

22万円 

保険期間15年の場合 

出産給付金 

３万円 

出産なし 

子１人 

子２人 

出産 

あり ２年 
出産給付金 

３万円 

出産給付金 

３万円 22万円 

25万円 

合計 

２８万円 

 女性総合給付特則の開発の経緯  

当社は、平成26年１月に社内の若手女性職員６名による新商品検討プロジェクトチーム（ＰＴ）を立ち上げまし

た。 

このＰＴでは、「女性の女性による女性のための保険」をコンセプトに約４ヵ月間にわたって新商品の検討を行

い、その成果として、①女性にとって大きなライフイベントである出産に対する給付があること、②いわゆる「掛

捨て」ではなく貯蓄機能を備えていること、③女性が罹りやすい病気にも手厚く備えられることなどを柱とする商

品案を提言するに至りました。 

「女性総合給付特則」は、このＰＴによる提言をベースに、さらに調査・検討を重ねて商品化したものであり、女

性ならではのニーズにきめ細かくお応えできる商品として多くのお客さまに受け入れていただけるものと考えて

おります。 

なお、「女性疾病特約（16）」を付加した医療大臣プレミアエイト

には「レディサポート」という専用のネーミングを付けて販売しま

す。 
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・急性心筋梗塞・脳卒中に対する治療給付金の給付要件を「所定の手術」または「所定の日数以上の入院」に

変更し明確化を図りました。 

急性心筋梗塞治療給付金・脳卒中治療給付金の給付要件 

現行商品 がん特約（16） 

所定の状態が60日以上継続したとき。 

・公的医療保険制度または先進医療の対象 

となる手術を受けたとき。 

または 

・20日以上継続して入院したとき。 

 

⑤ 先進医療特約（16） 

●先進医療による療養を保障します。 

●先進医療給付金は、先進医療の技術に係る費用の実額を支払う仕組みとし、支払限度額も2,000万円に拡大

しました。 

先進医療給付金の支払額・支払限度 

現行商品 先進医療特約（16） 

【支払額】 

基本保険金額（500万円）×先進医療の 

技術に係る費用に応じた所定の給付割合 

【支払限度】 

給付割合を通算して100％（500万円） 

【支払額】 

先進医療の技術に係る費用と同額 

 

【支払限度】 

支払額を通算して2,000万円 

 

３．主な取扱基準 

（１）保険期間・保険料払込期間・契約年齢範囲 

 医療保険（16） 終身医療保険（16） 

保険期間 
年満期：５年～30年（５年刻み） 

歳満期：22歳・70歳・80歳 
終身 

保険料払込期間 

全期払（25年満期・22歳満期は除く） 

短期払（22歳満期のみ） 

一時払（５年満期は除く） 

終身 

契約年齢範囲 ０歳～65歳 15歳～75歳 

ただし、女性疾病特約（16）に女性総合給付特則を付加する場合の保険期間・加入年齢範囲は以下のとおり。 

保険期間 10年満期 15年満期 20年満期 

加入年齢範囲 30歳～40歳 25歳～35歳 20歳～30歳 

 

（２）入院給付金日額（主契約）の範囲 

3,000円～20,000円 
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４．契約例 

 

 
15年満期 

医療保険（16） 

（入院見舞給付特則付加） 
入院給付金日額 10,000円 

生活習慣病特約（16） 

（退院後療養給付特則付加） 
入院給付金日額 5,000円 

がん特約（16） 入院給付金日額 5,000円 

 ３大疾病治療給付特則 特則給付金額 100万円 

先進医療特約（16）※１ 通算支払限度 2,000万円 

移植医療特約（02）※２ 特約基本保険金額 1,000万円 

特定損傷特約（01） 特定損傷給付金額 ５万円 

※１ 保険期間：５年  ※２ 保険期間：10年 

男性30歳・口座振替月払 

保険料：4,598円 

 

 

 
15年満期 

医療保険（16） 

（入院見舞給付特則付加） 
入院給付金日額 5,000円 

女性疾病特約（16） 

（女性総合給付特則付加） 
入院給付金日額 3,000円 

がん特約（16） 入院給付金日額 7,000円 

先進医療特約（16）※１ 通算支払限度 2,000万円 

移植医療特約（02）※２ 特約基本保険金額 1,000万円 

※１ 保険期間：５年  ※２ 保険期間：10年 

女性25歳・口座振替月払 

保険料：4,861円 

 

 

 
 

終身医療保険（16） 入院給付金日額 5,000円 

生活習慣病特約（16） 入院給付金日額 5,000円 

がん特約（16） 入院給付金日額 5,000円 

先進医療特約（16）※１ 通算支払限度 2,000万円 

移植医療特約（02）※２ 特約基本保険金額 1,000万円 

※１ 保険期間：５年  ※２ 保険期間：10年 

50歳・口座振替月払 

男性 保険料：8,868円 

女性 保険料：7,353円 

 

以上 


